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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年12月15日(2020.12.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペロブスカイト構造及び化学式ＡＤＢ３（式中、Ａは、カチオンＣＨ３ＮＨ３

＋、（Ｎ
Ｈ２）２ＣＨ＋、Ｃ（ＮＨ２）３

＋、Ｃｓ＋及びその混合物から選択され、Ｂは、アニオ
ンＣｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－またはその混合物から選択され、Ｄは、元素Ｓｎ、Ｐｂ、Ｂｉま
たはその混合物から選択される）を有する光吸収材料を生成するための方法が、組成物Ａ
Ｂ－ｎＢ２と成分Ｄとを混合させることであって、Ｄを含有する成分は、元素Ｓｎ、Ｐｂ
、Ｂｉ及び／またはそれらの塩、合金から選択され、Ｂは、Ｃｌ２、Ｂｒ２、Ｉ２及びそ
の混合物から選択され、組成物ＡＢ－ｎＢ２と成分Ｄとの混合のために、組成物ＡＢ－ｎ
Ｉ２（ｎ≧１）を有する反応体を成分Ｄと接触させ、この反応体の過剰分が除去される、
方法。
【請求項２】
　組成物ＡＢ－ｎＢ２とＤを含有する試薬との混合が、成分Ａ及びＢを含有する混合物へ
のＤの溶解と、その結果の熱処理によって行なわれる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　組成物ＡＢ－ｎＢ２とＤを含有する試薬との混合が、成分Ａ及びＢを含有する混合物へ
のＤの溶解と、その結果の減圧によって行なわれる、請求項１または請求項２に記載の方
法。
【請求項４】
　組成物ＡＢ－ｎＢ２と試薬Ｄとの混合が、成分Ａ、Ｂ及びＤを含有する混合物へのＤの
溶解と、その結果の熱処理によって行なわれる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　組成物ＡＢ－ｎＢ２と試薬Ｄとの混合が、成分Ａ、Ｂ及びＤを含有する混合物へのＤの
溶解と、その結果の減圧によって行なわれる、請求項１または請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　試薬ＡＢ－ｎＢ２とＤを含有する試薬との混合が、Ｄを含有する試薬上へのＡＢ－ｎＢ

２の積層によって行なわれる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
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　ＡＢ－ｎＢ２とＤを含有する試薬との積層が、スピンコーティング、スプレーコーティ
ング、浸漬、ブレードコーティング、ドロップキャスティング、ロールツーロール積層、
スクリーン印刷のいずれかの方法またはその組合せによって行なうことができる、請求項
４に記載の方法。
【請求項８】
　組成物ＡＢ－ｎＢ２からの成分Ｂの過剰分が、溶媒での洗浄、基板の熱処理、減圧下で
の除去、吸着剤を使用した除去のいずれかの方法またはその組合せによって除去される、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　Ａ及びＢを含む成分の混合に基づく有機－無機ペロブスカイトを得るための液体前駆体
ＡＢ－ｎＢ２ならびにそれらとＣｓ＋イオンとの混合物の調製方法であって、Ａは、カチ
オンＣＨ３ＮＨ３

＋、（ＮＨ２）２ＣＨ＋、Ｃ（ＮＨ２）３
＋またはその混合物の少なく

とも１種であり、Ｂは、アニオンＣｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－またはその混合物の少なくとも１
種であり、ＡとＢのモル比が、０～１５０℃の温度範囲内で１：１～１：５の範囲内で変
化し、ｎ≧１である、方法。
【請求項１０】
　有機－無機ペロブスカイトを得るための液体前駆体ＡＢ－ｎＢ２ならびにそれらとＣｓ
＋イオンとの混合物であって、ｎ≧１であり、Ａは、カチオンＣＨ３ＮＨ３

＋、（ＮＨ２

）２ＣＨ＋、Ｃ（ＮＨ２）３
＋、またはその混合物の少なくとも１種であり、Ｂは、アニ

オンＣｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－またはその混合物の少なくとも１種であり、ならびに、ＡとＢ
のモル比が１：１～１：５の範囲内で変化する、液体前駆体及び混合物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　その上、試薬ＡＢ－ｎＢ２、及びＤを含有する試薬の混合は、スピンコーティング、ス
プレーコーティング、浸漬、ブレードコーティング、ドロップキャスティング、ロールツ
ーロール積層、スクリーン印刷の方法のいずれかまたはその組合せによって行なうことが
でき、一方、組成物ＡＢ－ｎＢ２からの成分Ｂの過剰分は、溶媒での洗浄、基板の熱処理
、減圧下での除去、吸着剤を使用した除去のいずれかの方法またはその組合せによって除
去される。


	header
	written-amendment

